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作業員進入及び解体廃材搬出経路

既存カーペット撤去および新設範囲

既存シーリング撤去後、SUS見切新設

天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰt=40

天板支柱：SUSφ40@2250

6
80

40

72
0

40
2
0

64
0

2
40

94
0

木製化粧パネルｔ＝25

腰板板：ポリ合板ｔ＝4
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蹴込板：ポリ合板ｔ＝4

腰板板：ポリ合板ｔ＝4

木製化粧パネルｔ＝25

天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰt=40
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木製化粧パネルｔ＝25

腰板板：ポリ合板ｔ＝4

蹴込板：ポリ合板ｔ＝4
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Aタイプ

既存シーリング撤去
蹴込板：ポリ合板ｔ＝4

天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰt=40

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6　新設

１階カウンター撤去詳細図　S=1/20

１階カウンター撤去図( A -1～ A -4、扉)　S=1/50

カウンター撤去

カウンター撤去後

幅250以下程度
樹脂製乾式二重床既製品H＝40にて補填する。

B:モルタル下地フロアタイル貼りは既存のまま

A:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=5及び乾式二重床は既存のまま

幅250以下程度

改修後床部補修図（B、Cタイプ共通）

樹脂製乾式二重床既製品H＝40にて補填する。
カウンター撤去後

改修後床部補修図（Aタイプ共通）

■凡例
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フロアタイル張り：既存のまま

床タイルカーペット：既存のまま

SUS見切：既存のまま

カウンター位置図、床撤去・改修図　S=1/200

工事区画：カラーコーン、コーンバー設置@2000（存置期間：１日）

既存仕上接合部

SUS見切新設

シーリング撤去

カウンター撤去
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点線ハッチ部：カウンター撤去後、樹脂製乾式二重床既製品H＝40にて補填する。幅250以下程度
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点線ハッチ部：カウンター撤去後、樹脂製乾式二重床既製品H＝40にて補填する。幅250以下程度
扉：H=670

既存シーリング撤去の上、SUS見切新設 既存シーリング撤去の上、SUS見切新設

既存ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=5撤去
のち、ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=6新設

来庁者カウンター　～　：撤去A C

A-01

7
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【作業日時】
久留米市庁舎１階窓口カウンター撤去業務委託

久留米市 設計協力事務所（構造・電気・機械）

窓口カウンター撤去詳細図
・　　〃　　　１３時～　　　　解体廃材搬出

※電気設備作業内容

１．A-①～⑤、B、C間のカウンター上部に設置している照明器具８台を撤去すること

　　撤去作業の支障にならないように整線し、撤去作業終了後に復旧すること

２．カウンター下部に設置されている電源タップ及び電源配線等を

・９月１９日　　８時～　　　　窓口カウンター撤去、タイルカーペット撤去・新設、床補修、電源配線等整理・復旧など

・９月１８日　１９時～２２時　タイルカーペット撤去（業務に支障がない範囲のみ）、電源配線等整理


